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個人防護具
（Personal Protective Equipment、PPE）



PPE不足への対応

• 在庫数の確認と情報共有

• 節約・再使用

• 使用適応の厳格化

• 入手の努力

• 代替品の活用
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7階西病棟 陰圧室の前室















✓蒸気化過酸化水素（VHP）
✓紫外線殺菌照射（UV）
✓湿熱
が最も有望な方法



VHP UV 湿熱

所要時間 2時間以上 10分 15～30分

繰り返し
耐久性

30回以上 20回以上 3回以上

病原体の
減少

99.999%
以上

99.9%
以上

99.99%
以上

3つの方法の性能など
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緩い対策に起因する
患者や医療従事者
の院内感染発生

不必要に使われる
ことに伴う
PPE枯渇

どちらを重視するか：悩ましいバランス



日本環境感染学会 医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド





呼吸器感染症の伝播経路として、
空気感染を完全に否定はできない



全ての人に空気予防策を行うのは不可能
しかし、誰がコロナウイルスに感染しているかわからない
、、、、、、



院内PCR検査の活用

• 予定入院は入院前2週間の健康観察を義務づ

け、発熱などがあれば入院を取消

• 健康観察ができていない入院患者に対して、感

染している可能性のリスク評価（後述）を実施

• 鼻咽腔ぬぐい液を採取して院内PCR検査を実施

– 場合により保健所と協議して行政PCR検査を実施

• PCR検査で陰性結果を得たのち、感染対策を緩

和（標準予防策に切り替え、転棟・転室）

– 万一陽性になれば、感染症指定医療機関へ転送



コロナのリスク評価
項目A 胸部CTでコロナに特有な所見がある
• スリガラス状陰影、間質性陰影など

項目B 特異性の低い所見・検査
• 項目Aに属しない肺炎の存在
• 強い倦怠感や息苦しさ（呼吸困難, Sat < 94%）*
• 2週間以内の味覚・嗅覚の大幅な減弱または喪失*
• 風邪症状または37.5度以上の発熱*

項目C リスクになりうる
• 強い倦怠感や息苦しさ（呼吸困難, Sat < 94%）**
• 2週間以内の味覚・嗅覚の大幅な減弱または喪失**
• 風邪症状または37.5度以上の発熱**
• 2週間以内の海外or国内「特定警戒都道府県」への訪問歴
• 2週間以内の不特定多数イベント参加or密集・近接・密閉状態

*：原因疾患が推定できない **：原因疾患が推定可能



新型コロナ 緊急入院の暫定的な感染対策

リスク
評価

項
目
A

項
目
B

項
目
C

病室 患者 医療従事者の

個人防護具

Very High 1 Any Any
HCU6・7・8
7階西陰圧室 760
8階東陰圧室 807

＜診察・処置・清潔ケア時＞

High 0 ≧2 Any
HCU6.7.8
7階西陰圧室 760
8階東陰圧室 807

Moderate 0 １ Any
HCU6.7.8
病棟個室

Low 0 0 ≧1
HCU6.7.8
病棟個室

標準予防策

Minimum 0 0 0 病棟個室

長袖プラスチックガウンが不足状態になりつつあります。
必要な時に使用をお願いします。

感染制御部（内線XXXX）



エアロゾル産生手技

• 新型コロナの感染リスクのひとつ

• 気管挿管・抜管, 気道吸引, NPPV 装着, 気管切開, 心
肺蘇生, 用手換気, 気管支鏡検査, ネブライザー療法, 
誘発採痰など

• 新型コロナを少しでも疑う患者に対して実施する場合
は、N95マスクの絶対的適応

• なるべくしない

– 耳鼻科や経鼻脳外科の予定手術や気管支鏡検査の延期

• 安全に行う

– 気管挿管を伴う全身麻酔予定の患者に対して、院内PCRま
たは胸部CTによるコロナウイルス（感染症）のスクリーニング









鼻咽腔ぬぐい液の採取

• エアロゾル産生手技ではない

– N95マスクは不要、全身を覆うスーツ状防護服は
もちろん不要

• 患者の横に立つ（ドライブスルーなら運転す
る姿勢をとらせる）

• スワブを水平に突っ込む（斜め上ではない）

• 患者をリラックスさせ、できるだけ短時間で終
了させる
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今後の課題

• サージカルマスクを常時着用する状態は相
当長期にわたり続く可能性がある→今のうち
に少しでも備蓄を

• フェイスシールドは繰り返し使用タイプを

• N95マスクはあらゆる方法を考えて再利用を

• 手袋の需給バランスが悪化する可能性あり



ご清聴ありがとうございました

山形大学医学部附属病院


